




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































鼻祖の霊魂も泉下に眉 開き玉はん」と束大寺 俯暁疵に入門させて内外 経典を、
春日大社の神官中臣勝利に従わせて本朝の柑
箱を大いに学ばせ、
瓜行は二十一歳に
して出藍の誉れを得る、
と。
このことを可能に
したのが、「時の帝専ら文学を好ませ給ひ」
とら
という時代背景であり
、「唐土の及第に効ひ。
文道に達した数人
を挙用
J
いるという制度であった。作者自らその序文で、しとよn
uし
＊・一
此話元来仮を弄して真となるよ
り培を発せり。仮は虚にして
無なり。真は実にして有也。
されば夢中に有を生じたる作り
物語なれば 吾
朝廷に間も及ばぬ。
及第の事なんど。左も
の」の原質を示しているだろう。
有げに掛たるを心ある人の見玉は
、。片腹術く思さんも。
＊ヽて
わ
9
とヽが•
ー・
E
面に汗する平なれど。善を勧め悪を懲し。
朋友の信を全う
するの条に至りては。猥褻の小肌を るには 勝るこ
ともあ
ぺいなれ。
（一部字体を改め、
板り仮名を省略した）
と、
些か腔の引けたそぶりを
見せる設定であ
るが
、
これは「武
勇」ではなく「文雅
」を超越的価佑として椛き出そうという『玉
-ll"-
之枝」に
とっ
て欠かせない設定であった
。
ところが、
須行は来春の「憬」に応じようというある夏の初め
より衰弱する。驚いた両親が医療を加えさせても験なく、
恋の病
かと早合点して、「商人なれども、
侠気
あ」る旧知の榛原宗吾に
相談する。
しか
し単なる身労と分かり、「山消く水秀たる、
閑壊
の地に遊び、
浩然の気を蓑はば、、
全快すぺく思ゆ」という煎行
の気持ちを汲み 「雅人の賞する土地
ば、
彼地の名所を終ね
温泉にも浴し給はゞ
おのづと気血も岡ふぺし」と、
有馬温泉へ
赴かせる。暫くの療蓑で回復を得、
両親への手紙を小者銀六に託
したのち、
独居の寂しさを
按庶の噺に紛らせている所ヘーー，と、
再ぴ物語内の時間は現在時に瓜なるのである。
型武治世以来の歴
史（物栢）を、
先祖門部生府以来の胚史（物栢）が追いかけ、
そ
れら
物語をめぐる二つの時間は、「有馬温泉」という「雅人の賞
する土地」で現在時へと重なる。
落陳した武士の病弱な一人息子に過ぎない主人公孤行は、
この
ように用意さ 構造化された物話空間 中で、
一気に「雅人」の
-180 -
風貌と性格を身にまとう。
そのときこの説本の文体は、
雅文小説
とも呼ぶぺきものであった。
雅と俗、
都と邸、
支配と従屈、
本音と建前、
官と野、
正業と副
業、
真面目と戯れ、
仕事と遊ぴ・・・・・・さまざまな「表」と「蕊」と
を渡渉し続けた森島中良一流の両義的物語・反語的小説は、
この
ょうに構造化されていた。
いや、
本来的に物語が両義を内蔵し、
小説が反語を包摂する のであれば、
彼はすぐれて選ばれた物語
りのカタリ手であった。
巻四「言漿戦ひ」では、
武士と町人との論争を世き込み、
武士
の高慢．嫌らしさが強調される
。「文」至上主義は、
「
凩ヰ紙」よ
り更に一貰し、
さまざま
な仕掛けを備え
ての議論は圧巻、
前作
「月下清談」において省略したという「義論」（「後叙」）が宙き
込まれたわけで、
中良がもっとも力をい
れた部分であったことが
明瞭である。
そして、
巻五はやや作り過ぎの感もあるが、
波状的
に押し寄せる困難と、
典拠をかなり複雑化したどんでん返しの大
屯15←
団円を用意して、
読者を最後まで飽きさせなし
ただし「凩草紙」の一話で、
官僚システムそのものを郷楡した
ような生々しさは
「玉之枝
j
にはない。
それは、
「凩草紙
j
の刊
された寛政四年（一七九二）と、
「玉之枝
j
の刊された享和二年
（一八0二）という時代背祭が与かって然らしめたものと思われる。失速・頓挫してみれば、
放恣な世相より、
中良にとってむし
ろ定信の姿勢に共感できる面は多かったはずで
あり、
そのような
心境は、
例えば教訓本
「邸都言種
J
(寛政八年刊）の執節という
事実に象徴的に現れている。
いずれにせよ、
短編である典拠を長編化し得た紐力と、
逆にそ
のことによる無理とが、
交々この作
の構成的な些かの不安定さを
定める となった。
h
凩草紙」に比べて受ける緩慢な印象は、
先に見た受動的な執節契機もさることながら、
構造上の問題とい
う点もまた無視するわけ はいかないだろう。
また
この作は、
中良の読本の中でも、
敢も国学的酋説の顕苦な
ものである。深笞を垣問見する煎行に与三が偽手紙を渡す辺りの趣が『源氏物語」空蝉巻に拠ることは作中で種明かしされるが、その他
「伊勢物語
j
「大和物語
j
等の古物語、「万紫集
j
以下の古
歌、
「古事記
j
を始めとする神話から、
「枕ヰ子」
「徒然卒
j
に至
るまで
縦横無尽に古典が引用される。
このような性格もまた、
先に触れた雅文小説的な文体と不可分に関わ ものであろう。
以上、
簡単に
「玉之枝
j
に対する私の「読み」を示した。「玉
之枝
j
は、
立身出世小説・教登小説とのみ読まれるぺきものでは
ないこと、
また典拠とされる消の白話小説「照批盃」巻ー「七松
図弄仮成真」を単になぞっ だけではなく、
用意周到な構想と緊
密な
構成の内に成立したものであった。典拠との比較においても、
本作の「読み」に新たな視座を得ることが出来ると思われるが、この点に関して触れ
ることが出来なかった。
尚、
中良の読本第一作「凩草紙
j
は、
叢掛江戸文郎
「森島中良
-181-
集」
に収める
予
定
で
ある
。
そ
の
結呆
、
中良
の
餃本
の
内
で
未翻刻
の
ものは「玉之どのみということになる。本稿では紙帽の都合
上
、
「玉之枝jの内容を十分に示せなかったが、本文の翻刻と共呵
｝
改めて本作を論じる攪会を持てればと考
えるものである。
注
l徳
田武
氏
に
よ
る
梗概
が「
日本古典文
学大辞臭
に戟る
。
2祠
多の白波全六仔
、「狐の逹全五冊、
「金の坦
」全
五冊
、
百
多
良牟抄
j
初編全三冊の匹作が「福内鬼外若
Jとして予告されている。
い
ずれも平桜等は行見に入らない。
3た
だし水谷不倒氏rな双紙と
餃
本
の
研
究（
後掲
）
は
、
中良
の
既本
の
五作目に「認世冊紙」を梯げる
（
刊年は「不明
」とす
る）。買凡の
限
り
哀存せず、おそらく寛政元年板伏兄息六の戯作目録に凡える予告
に
従ったものと思われるが
、水谷氏解説文に
コ凩な紙」
や「樟＂紙」は
短編集であるが」と述ぺられており、現存の町能性を捨てられない。4毯田武氏「「凩卒紙」と「卿百志異」（前掲）などによる もっ
とも
？
・の述懐で
中良
は
、当時はなに一っ理肝できていなかったとE嘆して
いる（弓
象
随紐Jの内「伯忘雑抄」）。．
5
悶「森島中良晩年の文事」（「東洋文
化」
71
、
一
九九三
・
九
）参
煎
゜
6
無論その内実は近代的なそれとは異なるが、
常に「体剖」を相対化
す
る視点を持ち萩けたという意
味で
、
このように呼んでおきたい。
7
拙桜
「万象卒が源内から受け継いだもの」（百大oo文論桜』16
、一
九
八八・三）参Dg�
•
8
既に中野三紋氏
「瞑
は
(
I)
」
（
「由誌
学
月
殺」
4
、
一
九
八0
•
六
）
に
指摘
が
あ
る。
9注
4の
倍
田
氏
論文
、前
掲
大窃氏共芳
、国田豊氏研
究発表(-九九一
年
晋
本近
世
文学
会
秋
手
大
会
、
「凩
卒
紙」
と
「
JJj
JI
物栢
J)
な
と
。
10
しか
し、
至
之
枝」
に
も
日
月物
栢
」
の影
贋は
及
んで
お
り
、「
叙」
末
lll
約み衰えた深酋との遂返の場
面
が祠
月」を立孟し
て
いるの
をは
じ
め、
に
「
菊
花
の
約」
が
宕いて
いる
な
ど
の
点
を指摘
出
来
る。
11
注5
で中
野氏が
紹
介さ
れ
た
「
代
紳浸
抄
」
（
弓
象随
箪
l)
の一
節
にし
て
も、
二
m目
前
に
は
都買庇
設
の
記
事
が
見え
、「
雨
月
の記
事も
ここ
から
の
連悲でllFかれたかと
も
思われる。
12
相
見
呑困
刊
観
文楼
叢刊窮
八、
一
九
三九年
。
日本
美術
協会
紺
告a
号
。
店
木元氏の釘牧示による。
いた時期に当たる
。
中本製の
戯
13扱
鴛卒の中本裂の
洒枯
本
が
凪
出
さ
れ
て
作、
特
に
中
本
型
餃
本
が人
情本
の
出現
・
展
閑
に
関
与
した
こ
と
は
中
村
幸彦
氏
「人
情
本
と
中
本
投
餃
本」
（「
近
世
小説
史
の
研究
J
I九
六
一年
、
弓
作集
j
祁五巻所収
）
参煎゜
M
また
、
こ
の
序文
は
、
典拠
が「
（七松
困
）
弄
仮成其
」（「
照
世盃
）
である
そこ
から虚尖
a
を導さ
、勤懲論に繁げた
ことを
自ずから物
節
っている。
わ
け
であ
る。
尚
、
中
R
の山英
論
に
関
し
て
は
、注
7の
拙
柑
参照
。
こ
のをの
み用
字法
に乱れ
が
多く
生
じ
る
のは
、板刻
にIJU
わ
る経
は
を垣間
5 
凡せ
る。
お
そ
らく
、
少
ない
峙
IDJ的
余裕
の
中
、巻
かー
ら出
来次
困
に梓
に上
このことは
、全体を通じ
せていった結呆
生
じ
た
も
の
と
忍
わ
れ
る
。
ま
た、
て鋲刻が多いこと
とも
閲わ
る
だろ
う
。
．
16
日本
研匹
第
八
紐に
「
「如5
玉之
枝」
翻刻
と
し
て掲誡
の
予
定。
（い
しが
み
さと
し／新凡女子短期大学誘節）
-18 2-
